編集後記、奥付 by unknown
編
司
H
U
Z-
一回闘
集
後
-
本
誌
第
三
十
八
集
が
編
集
さ
れ
た
今
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
巡
り
、
国
語
科
の
学
力
観
・
指
導
観
を
見
つ
め
直
し
問
い
直
す
年
度
と
な
っ
た
。
新
学
習
指
導
要
領
(
幼
稚
園
教
育
要
領
)
が
既
に
告
示
さ
れ
て
い
る
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、
周
知
徹
底
の
中
で
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
ゃ
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
|
ニ
ン
グ
へ
の
取
り
組
み
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
し
て
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
新
学
習
指
導
要
領
改
訂
案
の
公
表
を
控
え
た
年
度
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
次
の
本
誌
第
三
十
九
集
の
特
集
テ
l
マ
も
「
変
わ
る
高
校
国
語
」
と
定
め
、
原
稿
募
集
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
-
本
誌
へ
の
投
稿
〈
論
文
〉
に
お
い
て
も
、
新
学
習
指
導
要
領
を
見
据
え
た
意
欲
的
な
論
考
が
寄
せ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
「
言
語
能
力
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、
外
国
語
科
な
ど
他
教
科
等
と
の
関
連
を
積
極
的
に
図
」
る
と
い
う
新
学
習
指
導
要
領
の
主
旨
に
沿
っ
た
、
日
本
一誌の
特
質
や
「
言
語
の
運
用
を
行
う
力
」
を
探
究
す
る
実
践
的
提
案
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
つ
の
単
元
を
組
み
合
わ
せ
、
形
態
の
異
な
る
二
種
類
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
相
対
的
な
視
点
を
探
究
さ
せ
る
笑
践
的
提
笑
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
含
む
本
誌
へ
の
投
稿
〈
論
文
〉
は
、
全
て
厳
正
な
る
査
読
・
修
正
再
査
読
等
を
経
て
掲
載
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
回
、
逃
憾
な
が
ら
不
採
択
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
論
考
に
つ
い
て
は
、
査
読
者
か
ら
次
回
に
向
け
た
建
設
的
な
査
読
評
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
形
で
、
今
後
の
投
稿
へ
の
期
待
を
お
伝
え
し
た
0
.
特
集
〈
論
文
〉
に
お
い
て
は
、
生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
た
、
主
体
的
で
「
自
立
し
た
読
書
人
」
を
育
成
す
る
貴
重
な
指
導
方
法
や
工
夫
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。
一
言
、つ
ま
で
も
な
く
、
読
書
活
動
の
充
実
も
新
学
習
指
導
要
領
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
。
お
忙
し
い
中
意
義
有
る
ご
論
考
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
会
員
各
位
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
最
後
に
、
本
学
会
の
大
会
と
連
携
し
、
中
野
幸
一
先
生
の
『正
訳
源
氏
物
語
」
の
全
十
冊
の
完
成
に
合
わ
せ
た
御
講
演
と
座
談
会
の
模
様
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
本
誌
第
三
十
八
集
に
と
っ
て
も
記
念
す
べ
き
光
栄
な
こ
と
と
な
っ
た
。
関
係
各
位
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
-
本
年
度
は
、
振
り
返
る
と
将
棋
で
は
、
藤
井
聡
太
五
段
が
史
上
級
年
少
で
六
段
に
昇
段
し
、
陸
上
競
技
で
は
桐
生
祥
秀
選
手
が
、
百
m
で
九
秒
九
八
の
日
本
新
記
録
を
樹
立
し
、
フ
イ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
は
羽
生
結
弦
選
手
が
六
十
六
年
ぶ
り
に
五
輪
連
覇
を
果
た
す
等
、
若
者
の
活
躍
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
若
者
の
発
す
る
言
葉
に
、
多
く
の
人
が
勇
気
や
希
望
を
感
じ
取
っ
た
年
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
誌
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、
学
会
代
表
で
あ
る
町
田
先
生
、
編
集
委
員
の
江
口
先
生
、
小
林
先
生
、
天
満
先
生
、
新
美
先
生
、
松
木
先
生
、
助
教
の
稲
葉
氏
、
助
手
の
岸
川
氏
、
永
瀬
氏
に
、
終
始
あ
り
が
た
い
御
助
言
と
御
尽
力
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
上
段
で
充
分
に
言
及
し
き
れ
な
か
っ
た
会
員
の
御
投
稿
に
、
末
畿
な
が
ら
改
め
て
心
か
ら
御
礼
を
・申
し
上
げ
る
。
(
奥
泉
香
)
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